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世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
約
１
３
０
０
万
人
の
う
ち
、
５
０
％
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
４
０
％
は
米
国

に
住
ん
で
い
る
。
た
だ
両
国
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
定
義
は
異
な
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
「
母
親
が
ユ
ダ
ヤ

人
又
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
改
宗
し
た
者
」
と
「
イ
ス
ラ
エ
ル
帰
還
法
」
で
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

米
国
で
は
非
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
混
合
婚
が
多
く
、
個
人
の
自
己
申
告
制
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
人
と

呼
ぶ
の
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。 

 

米
国
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
１
７
世
紀
中
頃
の
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
移
民
を
第
一
波
と
す
る
が
、
少
数
で
あ

り
後
は
続
か
な
か
っ
た
。
１
８
３
０
年
以
降
の
第
二
波
で
は
、
新
天
地
を
求
め
て
ド
イ
ツ
語
圏
か
ら

の
移
民
が
５
０
年
間
で
３
０
万
人
程
あ
っ
た
。
彼
ら
は
自
営
の
商
店
か
ら
始
ま
り
、
百
貨
店
や
金
融

業
で
成
功
す
る
者
が
現
れ
る
。
１
８
８
０
年
か
ら
は
第
三
波
と
し
て
、
ポ
グ
ロ
ム
（
集
団
襲
撃
）
を

逃
れ
た
東
欧
か
ら
の
移
民
が
４
０
年
間
で
２
０
０
万
人
程
い
た
。
彼
ら
や
そ
の
二
世
は
、
宝
石
、
被

服
、
新
聞
、
映
画
、
化
粧
品
、
不
動
産
、
金
融
等
に
進
出
し
た
者
が
多
い
。
ま
た
、
独
立
業
と
し
て
、

医
師
、
弁
護
士
、
研
究
職
に
就
く
者
の
比
率
は
高
い
。 

ち
な
み
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
身
国
は
東
欧
を
主
と
す
る
が
、
１
９
４
８
年
の
建
国
以

降
の
帰
還
者
に
は
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
旧
ソ
連
な
ど
が
加
わ
り
、
多
彩
で
あ
る
。 

 

 

こ
の
他
に
も
、
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
違
い
は
大
き
い
。 

 

米
国
で
は
、
大
戦
時
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
６
０
０
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
虐
殺
さ
れ
た
こ
と
の
衝
撃

は
大
き
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
時
の
困
難
に
対
し
多
額
の
義
援
金
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
帰
還
へ
の

呼
び
か
け
に
応
じ
る
人
は
稀
で
、
米
国
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
の
自
由
を
選
ん
だ
。 

 

米
国
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、
世
俗
化
（
非
宗
教
化
）
の
傾
向
が
強
い
。
自
ら
を
ユ
ダ
ヤ
人
と
認
識

し
て
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
の
意
識
は
低
く
、
政
教
分
離
に
つ
い
て
も
リ
ベ
ラ
ル
な
意
見
を
持
つ
者

が
多
い
。
宗
教
指
導
者
が
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
大
き
く
異
な
る
。 

 

米
国
で
は
混
合
婚
と
申
告
制
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
滅
亡
の
怖
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
で
は
世
俗
国
家
か

民
族
国
家
か
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ダ
ヤ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
国
家
と
民
族
、

宗
教
の
関
係
は
難
し
い
。 


